



させる機会になり（M. Robinson, 1993, pp. 58─59）、アジア通貨危機は経済に大きい比重を置
く開発の現状に疑問を投げかけた（S. F. Naya, 2003, pp. 135─150）。開発の現場からは SAP






























































































































る説得性をもつ）をとることを許すという考慮に由来する。（山森亮訳）（Sen, 1993, p. 
47）








この節では Ralwsと Sen、RawlsとMouffeの対話を通して Senが考える「政治」を分
析し、その思想が如何に ‘capability’ を通して開発を「脱政治化」させているかを整理す
る。
2 ─ 1　A. Sen の「政治」




るべきだと唱える（Rawls, 1985, p. 223）。その際、公共的な事柄を決める過程を政治的過程
へと押し上げる原理を Rawlsは「寛容の原理」と呼ぶ。「寛容の原理」とは、平等かつ自
由で合理的な存在である個人同士が協働し構築するような社会の下、様々な個人による利

















外の市民を排他的に無視していると批判する（Sen, 2009, pp. 215─222）。確かに Rawlsの「万











意の意を示す22）（Sen, 2009, p. 220）。
こうしてみると、Senの主張は一種コスモポリタニズム的であり、道徳的規範として不
偏性の範囲の拡大を求めているように見える。一方で、Senにとって公共的な正義の構想



















































































































































  2） 以後、ケイパビリティ論のみならず、Senが提唱した周辺理論─エンタイトルメント、オーナーシ
ップ、ファンクショニング等─を総称して ‘capability’ と記載する。
  3） 足立文彦（2006）がまとめた過去 15年の人間開発報告書の趨勢を見れば ‘capability’ や HDI
（Human Development Index）が如何に開発において重要な地位についていったかが読み取れる。
  4） D. Yergin（1998）がこの二項対立を様々な事例を通して説明している。
  5） 市民社会側の声を理論化することは非常に難しい（R. Chambers, 2005）。そのため、国際機関のア
ジェンダに ‘capability’ を含意させた点については高く評価されるべきである。
  6） この批判的姿勢への理解を深めるものとして佐藤仁（1999）の体験談は一読の価値がある。Senの
著作では Sen（1997, 1999a, 2000b, 2005）を読まれたい。
  7） Senが展開する「普遍性」の議論に関しては Sen（1999b）が詳しい。
  8） W. Easterly（2007）や浅沼信爾・小浜裕久（2013）の事例を参照。
  9） W. W. Rostow周辺の議論からその批判として登場する従属理論までの体系的な研究実績として P. 
M. Todaro ＆ C. S. Smith（2008）と森田桐郎（1997）があげられる。
 10） SAPに関しては坂本浩一（2008）の研究が優れている。
 11） これらの一連の議論を体系的かつ時系列的に整理した著作として元田結花（2007）がある。
 12） 本論文では J. Fergusonや J. Harris、J. Edkins、千葉尚子、元田結花らの議論を主に参照している。






 16） 典型的な例としては J. Sachs（2006）や I. Smillie（2000）、大塚啓二郎（2014）があげられる。
 17） 別の視点からこの理論を補強している論としてM. Jerven（2013）があげられる。結論の「数字に
よる開発」はポストモダン理論と合わせて読みたい。
 18） 「反政治的装置」という言葉は Ferguson（1994）に由来する。彼はこの言葉を、「技術化」によっ
て開発を「脱政治化」させる構造を示すものとして使う。
 19） 字数の関係上省略するが、Edkinsは開発の「脱政治化」の原因をM. Foucalt（1977）の「生政治 
（bio-politics）」に見出す興味深い論展開をしている（2000, pp. 103─152）。
 20） ‘development’ は 1949年の H. S. Truman演説で誕生したとされる（G. Esteva, 1992, p. 19）。日本で
は 1954年以降岸内閣が当時の外務省を中心に現在の「開発」を形成していったとされる（北野収、 
2008, pp. 16─46）。
 21） その他のグローバルな正義論としては P. Singer（1972, 2015）や O’Neil（1987）を読まれたい。
Senも含めてこれらの論者を体系的に理解するにはW. T. Pogge＆ K. Horton（2008）と馬渕浩二
（2015）が推奨される。
 22） Senと A. Smithの関係は深く、その理解を手助けするものとして坂本幹雄（2004）があげられる。
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